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平成30年３月期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成29年８月22日開催の取締役会において、平成29年５月15日の平成29

年３月期決算発表時に開示した平成30年３月期（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）の業績予想を下記

のとおり修正することとしましたのでお知らせいたします。 

 

記  

１．業績予想について 

 平成30年３月期第２四半期(累計)連結業績予想の修正（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

連結当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 

（平成29年５月15日） 
3,571 △124 △145 △145 ― 

今回修正予想(Ｂ) 4,865 138 77 36 ― 

増減額(Ｂ－Ａ) 1,294 262 222 181  

増減率（％） 36.2 ― ― ―  

※ご参考 前期第２四半期連結実績  

(平成29年３月期第２四半期) ― ― ― ― ― 

 （注）平成29年３月期年度末より連結財務諸表を作成しているため、平成29年３月期第２四半期(累計)の実績値は記載しておりません。 

  

平成30年３月期通期連結業績予想の修正（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

連結当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 

（平成29年５月15日） 
8,676 152 123 120 3.10 

今回修正予想(Ｂ) 11,380 628 520 403 8.93 

増減額(Ｂ－Ａ) 2,704 476 397 283  

増減率（％） 31.2 313.2 322.8 235.8  

※ご参考 前期連結実績 

（平成29年３月期） 
5,561 32 6 △42 △1.08 

（注）新株予約権行使による新株式発行により平成29年７月末現在の発行済株式総数は46,963,500株（7,007,900株増）であります。 

 



 
２．修正の理由 

  当社グループは、規制緩和や法律改正が行われる事業領域に対して積極的に事業開発・投資を行っており、現

時点においては、「エネルギー関連事業」「自動車関連事業」「金融関連事業」「旅行関連事業」「その他事業」

の5つの領域で事業を展開しております。 

当社は、「エネルギー関連事業」の電力売買事業において、当第一四半期に事業モデルの見直しを図り安定的

な収益の確保を実現したことに加え、前事業年度より注力してきた代理店施策が奏功し、新規需要家の獲得が伸

長したことから、当セグメントの業績は堅調に推移しました。第二四半期におきましては、夏季における季節要

因として電力の調達原価が上昇し、当社が上昇分の一部を担い供給価格の調整を行うことから、一時的な営業損

失の計上を見込んでおりますが、電力売買気事業はストック型ビジネスであり、既存需要家の契約更新率も９割

超と高いことから、通期においては、夏季の電力事業原価上昇分を吸収できる見込であります。 

他方で、前期より「金融関連事業」として開始した仮想通貨交換業を営む連結子会社「(株)ビットポイントジ

ャパン」は、当期にリクイディティ・プール機能を有した新取引所システムの稼働にて大幅な収益モデル構造の

改善を図ったことに加え、法人向けのサービスや海外展開等も堅調に推移しております。当セグメントの業績は、

国内外の経済情勢、税制その他の法的規制、金利動向、相場動向等に大きく影響を受ける可能性が高いものの、

今後も安定的に収益を確保できる体制の堅持が期待できると見込んでおります。 

以上のことから、平成30年３月期連結業績は売上高、営業利益、経常利益、全てにおいて、期首の計画を上回

る見込みとなるため、平成29年５月15日発表の業績予想を修正いたします。 

 

 

（注）本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手可能

な情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいたものであります。実際の業績等は、今後の様々な要

因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


